
  

 

第１４２２回 例会 ２０２１年（令和３年）４月１９日 

（母子の健康月間） 

 

前回（４月１２日）例会記録  

◇プログレス 北野 克己 副ＳＡＡ  

 

１． 来客紹介 中西 弘明 親睦委員       

  ゲスト：１名 地区外：０名 地区内：０名 合計：１名 

  ゲスト：米山奨学生 郭 鑫 君 

 

２．会長の時間  「裏の木戸はあいている」  岡本  茂 会長 

 

ロータリー財団のグローバル補助金では、人道的な支援のためのプロジェクトなどのため 

各クラブにお金を助成します。しかし、それは持続可能な、測定可能なものに限られます。 

一方、災害支援などではクラブが寄付や義援金を提供します。この区別はどうつけるのか。 

果たして、一時しのぎまた急場しのぎの寄付は必要なのか。今日は、「無償の行為」を考えます。

『裏の木戸はあいている』（山本周五郎）の 納戸方頭取 高林喜兵衛の屋敷の裏木戸には鍵が

かかっていない。彼は、庭に小銭を入れた木箱を置いて、お金に困っている貧しい庶民に、 

無償のお金を提供する。夜、男も女も老人も足音を盗むように来て、やがて出てくるとまた足音

を忍んで去っていく。その喜兵衛の行為を役所に密告する者がいて、そうした「無償の行為」が「金貸し業」にあたるのか、 

という問題になり、無難を求める上役たちは、こんなことはやめろと命ずる。しかし、いつもは温厚な喜兵衛は、こればかり

は・・と拒絶する。「その日の食にも窮している者たちに、一時しのぎになれば」という喜兵衛に、上司は、「それは小人の思案

だ。」「同情、いたわりは人を力づけるよりも、堕落させはしまいか。また、返さなくてもよい金は狡い気持ちを養う、安易な恵

みが逆に害悪になる」と。 

本日のプログラム                     （本日のプログレス 北野 克己 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「今日も楽しい」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 委員会卓話 クラブ戦略計画委員会 林  拓 委員長  

・ピクニック 

・ふしぎなポケット 

・ひとりの手 



 

「沙汰あるまで、木戸を閉めて、その箱を取り払え」に対し「箱の中のわずかな銭を頼みとするものが一人でもある限り、 

木戸は開けておきます」と、喜兵衛。しかし、中には、「これはそう簡単な問題ではない。領民に窮民があれば藩で義援金を

講ずるのが当然で、高林はそれを独力でやっている」という上司も。帰り道、友人に喜兵衛は、自分の苦い経験をもとに、 

「言ったところで、自分で現実に飢えた経験がなければ、『飢えがいかに辛いか』ということは、彼らにはわからない」と。 

「哀しいことに、人間は貧乏であればあるほど金銭に対して潔癖になる。施しや恩恵を彼らほど嫌うものはない。しかし、 

顔も見られず証文や利息もなしに急場をしのぐことができたらその人たちも利用する。」と言います。確かに、この上役の 

言うように、モラルハザード（倫理・道徳の欠如）からすれば、安易な恵みが逆に社会の害悪になるというのもわからない 

ではありません。 

コロナ禍で、「政府の施策は末端まで届いているのか」との野党からの質問に対し、菅さんは「最終的には生活保護が 

ある」と。しかし、様々な制約、時間、利用者が 5人に 1人など、利用率の低さを考えれば、「施しを彼らほど嫌うものは 

いない」も現実です。生活保護に行きつくまで手を打つのが政治ではないのか、とも。また、それこそが、ロータリーが手を 

差し伸べるところ、ではないでしょうか。いま、2660地区またＩＭ5組では、コロナ禍で生活に困っている、特に子どもたち 

への支援のプロジェクトが進行中です。児童養護施設、ひとり親家庭の子供たち、学生・留学生への支援です。詳細が 

決まりましたら、またお知らせしたいと思います。 

 

３．米山奨学金授与 米山奨学生 郭 鑫 君 

 

岡本会長より、米山奨学生の郭鑫（かくきん）君へ奨学金が授与されました。 

その後、簡単に自己紹介をしていただきました。 

 

 

 

４．ニコニコ報告  清水 清一 親睦委員 

小山 会員・・・・今日社会奉仕フォーラムです。よろしくお願いいたします。 

澤田 会員・・・・社会奉仕フォーラム宜しくお願い致します。 

松谷 会員・・・・テーマによって眠い。 

新川、清水、栗原、沖、俣野、山川、吉本、小島、中西、竹内、北野、天野、原山、中井、岡野、片岡、宮原、岡本(茂)、 

中嶋、坂本、塩尻、井澤、甚田、伊藤、岩崎、西村、大磯、 

  各会員・・・・男子ゴルフ松山英樹 日本人初のマスターズ制覇おめでとうございます 

 

５．出席報告 北野 克己 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ３７名（内ZOOM参加２名） 出席率 ９５％ 

第１４１９回（３月１４日） 修正出席率 ９８％ 

 

６．クラブ奉仕フォーラム  社会奉仕委員会 小山 章松 委員長 

 

テーマ「災害時におけるロータリークラブ及びロータリアンの社会奉仕活動」 

１．社会奉仕の定義及びその沿革 

 （１）ロータリーの奉仕は個人奉仕か、団体奉仕か 

 （２）１９２３年、１９９２年声明について 

２．災害時におけるロータリークラブ及びロータリアンの社会奉仕活動について 

 ロータリーの友 ２０２１年３月号 長岡造形大学 福本塁先生のスピーチをヒントに 

各会員の取組について 

 

☆次回４月２６日（月）例会予定   

・卓話：吉本会員 


